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＜特 集＞ 

「国際交流フェア2022」ほか、様々な学内イベントを開催！ 

 新型コロナウイルスも比較的落ち着いていた前期は、対面授業が多く、学校も活気に満ちあ

ふれており、様々な学内イベントを開催するに至りました。 

 ５月28日(土)の午前に、新館１階ラウンジで２年ぶりとなる「国際交流フェア」を行うことが

できました。感染対策の為、参加者を学内関係者に限っての開催となりましたが、国際交流に

興味をもってくれた日本人学生、留学生の参加もありました。 

 

 

 

 

 

 

 留学生の母国紹介に始まり、代表者によるかるたとり、全員参加のけん玉大会など、日本文

化の体験を通じて交流を深めることができました。 

「国際交流フェア2022」に先立ち、４月

12日(火)には体育館横の芝生広場を利用

した「新入留学生との交流会」を開催。 

事前に募った日本人学生や留学生からの

質問を参加者が答えるコーナーでは、留学生

おすすめの飲食店が紹介され、参加者の興

味を引いていた。 

５月28日開催の「国際交流フェア2022 in英和」 

母国紹介(左)、かるたとり(中央)、けん玉大会(右)での様子 



学生スタッフの活躍 

  昨年度は新型コロナウイルスの影響

によりイベントの開催が困難だったのに

対し、今年度は感染対策を講じながら

様々な学内イベントの開催に至っていま

す。その為、学生スタッフの活動も非常

に活発です。毎週火曜日のお昼に行わ

れているスタッフ会議では、多くの日本

人学生と留学生が集まります。コミュニ

ケーションのきっかけとしてアイスブレイク

を導入したり、進行しているイベントの話

し合いや、今後行ってみたいイベントの

相談など、回を重ねるごとに様々な交

流の様子が見られました。 

 国際交流フェアでは、学生スタッフの

皆さんが様々な国の民族衣装に身を

包み、協力して滞りなく進行することが

できました。 

学生スタッフ会議で行われる 

アイスブレイクの様子 

華道体験を実施 

 ６月27日（月）と29日（水）の昼休みの時間

を利用して、留学生を対象とした華道体験(フラワー 

アレンジメント)を実施しました。指導してくださったの

は、日本文化部華道部講師の泉水先生です。 

 はじめに花鋏の扱い方や、茎の切り方、給水スポン

ジへの花の挿し方を学びました。フラワーアレンジメント

は初めてという留学生の皆さんでしたが、ひまわりなど

色鮮やかな花々を迷いなく飾っていく様子が見られま

した。時折、泉水先生のアドバイスを受けながら完成

した作品は、高さのあるダイナミックな作品や丸みを帯

びた優しい印象の作品など、どれも個性豊かなものと

なりました。 

静岡県立焼津中央高等学校にて交流会 

 2022年７月10日(日)に、静岡県焼津市にある静岡県立焼津中央高等学校にて交流会が

開かれました。本学からは、大学４年のディルシャニ ペレラさん、３年のリン テッ テッ トさん、ウォン 

ル シェンさん、フマガイン メヌカさん、短期大学部２年のフェリアン プラセチヤ クルニアさんの５名

が参加しました。それ 

ぞれ英語でのプレゼン

テーションに続いて、 

グループディスカッション

と、貴重な時間を過ご

すことができました。 

日本語個別指導の様子 

 本年度も、JLPT受験者を対象とした、日本

語個別指導を実施しました。N１・N２ともに、

読解問題対策のための指導を行いました。  

Ｎ１の指導では、４月に就任した平井センター

長のもと、日本人も頭を抱える難問を前に、 

留学生の皆さんは果敢に挑んでいました。 

グループディスカッションでは、高校生の皆さんも英語を用いて交流しました 

国際交流フェアが無事に終了し、 

安堵の笑顔を浮かべるスタッフの皆さん 

ビックさん(左)と華道部講師の泉水先生



フェリアン プラセ

チヤ クルニアさん 

（インドネシア出身） 

（略歴）インドネシアのバン
ドの出身。2019年３月に来
日し、2021年４月に静岡
英和学院大学短期大学部
に入学。現代コミュニケーショ
ン学科の観光ユニットとイング
リッシュ・コミュニケーション・ユ
ニットを選択。 
 学内外を問わず、国際交
流活動やボランティア活動等
に意欲的に取り組んでいる。 
 趣味は映画鑑賞と、アイド
ルグループの音楽を聴いたり、
ライブ映像を見ること。 

私のとっておきの静岡スポットは、レトロな雰囲気が漂う「青葉おでん街」 

君に迫る！～留学生の静岡における素顔に迫る～Vol.14 

 Ｑ１ 静岡に来てよかったと思うことは何ですか？ 

     静かで住みやすい街です。自然も綺麗で、人も優しいと思います。ちょうど、関東地方と 

    関西地方の真ん中にある県なので、旅行へも行きやすいです。 
 

 Ｑ２ 入学時に困ったことはありましたか？ 

     母国で大学卒業の経験があるので、困ったことは少なかったです。一方で、文化の違い 

    から大変なことは多かったです。例えば、専門的な言葉が多く、理解が大変なこと。また、 

    他の学生との年齢差を感じることもありました。 
 

 Ｑ３ なぜ、静岡英和学院大学短期大学部を選んだのですか？ 

     現代コミュニケーション学科では、英語コミュニケーションと観光学を同時に勉強できるから 

    です。ネイティブ講師と日常的に英語で会話することで、私の英語力も徐々に上達してい 

    ます。そして、大好きな静岡市から離れないでいるために静岡英和学院を選びました。 
 

 Ｑ４ 短大生活を通して、最も変わったことは何ですか？ 

      一番の違いは学生です。日本語学校では留学生ばかりでしたが、短大ではほとんどが 

    日本人の学生です。また、日本語学校では先生たちがやさしい日本語で話してくれたので 

    簡単に理解することができました。しかし、短大では積極的に日本語を話し、ネイティブな 

    日本語を理解しなければなりません。 
 

 Ｑ５ 出身の国のよいところを、ひとつ紹介してください。 

     私のふるさと、バンド市を紹介します。バンド市は涼しい気候で、綺麗な観光地がたくさん 

    あり、歴史的なビルも多いです。自然を生かした観光スポットもあります。また、辛くて美味しい 

    ものも多いので、辛いものが好きな人にとってはまるで天国です。 

青葉シンボルロード等で行われた

「静岡わいわいワールドフェア」へは

ボランティアの運営委員として参加 



お問い合わせ先  

お気軽にお問い合わせください。   

静岡英和学院大学 

 ・人間社会学科 

 ・コミュニティ福祉学科        

静岡英和学院大学短期大学部 

 ・現代ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 

 ・食物栄養学科  

〒422-8545静岡県静岡市 

駿河区池田1769番地  

054-261-9201(代表） 

info@shizuoka-eiwa.ac.jp 

 

留学生センター 

留学生の生活やさまざまな疑問

にお答えします。 

054-264-9489（直通） 

 

英和入試センター 

入試制度や受験相談等何でも

お問い合わせください。 

054-261-9322（直通） 

 

企画部連携課 

日本語学校様等機関のご相談

はこちらに。 

054-262-0091（直通） 

静岡英和学院大学が皆様と夢をつなげます  


